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営業秘密保護のための刑事訴訟手続の在り方研究会（第１回）

１．日時：平成２２年１１月２日（火）午後６時３０分から午後８時４０分まで

２．場所：最高検察庁大会議室（法務省２０階）

３．出席者

井内 摂男 経済産業省大臣官房審議官（経済社会政策担当）

大澤 裕 東京大学大学院法学政治学研究科教授

小木曽 綾 中央大学法科大学院教授

甲斐 行夫 法務省大臣官房審議官（刑事局担当）

川島 千裕 日本労働組合総連合会総合政策局経済政策局長

河本 雅也 最高裁判所事務総局刑事局第一・三課長

酒巻 匡 京都大学大学院法学研究科教授

（ ）高松 信彦 日本知的財産協会常務理事 新日本製鐵株式会社 参与 知的財産部長

田中 良 最高検察庁検事

土肥 一史 日本大学大学院知的財産研究科教授

中戸川 浩 社団法人日本経済団体連合会知的財産委員会企画部会営業秘密管理ＷＧ

座長（日本電気株式会社知的資産渉外部長）

林 いづみ 永代総合法律事務所弁護士

山口 厚 東京大学大学院法学政治学研究科教授

（敬称略，５０音順）

４．議題

( ) 安達経済産業省経済産業政策局長及び西川法務省刑事局長よりあいさつ1

( ) 座長の互選2

( ) 研究会における議事録等の取扱いについて3

( ) 議論4

５．議事概要

( ) 安達経済産業省経済産業政策局長及び西川法務省刑事局長から，あいさつがあっ1

た。

( ) 委員による互選の結果，座長に山口厚委員が選出され，山口座長から，あいさつ2

がなされた。

( ) 研究会における議事録等の取扱いに関しては，議事要旨，議事録及び配布資料に3

ついて，原則として公開することとされた。

( ) 営業秘密を適切に保護するための刑事訴訟手続の整備の必要性及び要綱（骨子）4

案について，事務局より資料１・２に基づいて説明があり，

・ 営業秘密の保護のための刑事訴訟手続に関する法的措置の必要性についてどう考

えるか
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・ 要綱（骨子）案について，考えられる法的措置のプログラムとして適当か，他に

考えられる法的措置はありうるか

・ 秘匿措置に関する決定や基本的な秘匿措置についてどう考えるか

・ 公判期日外の証人尋問等についてどう考えるか

等に関し議論が行われた。

６．今後の日程

第２回会議 日時：平成２２年１１月１８日（木）午後５時から

場所：経済産業省本館１７階第一特別会議室

７．資料

配布資料１ 要綱（骨子）案

配布資料２ 営業秘密を適切に保護するための刑事訴訟手続の整備の必要性について

配布資料３ 参考条文


